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EŠects on PBL Education of Kokushikan University
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Abstract: The Formula SAE project team of Kokushikan University challenged to the 1st Student Formu-
la SAE Competition of Japan in Fuji Speed Way last year. The competition gave our students many kinds of
technique to create an industrial product such as design and product through making up a formula car. And
more, we have experienced the pleasures and di‹culties on production of automobiles.
And more, We have experienced the pleasures and di‹culties on manufacture of an automobile
This paper describes the design and product process on our formula car and the experience that the compe-
tition gave us.
Keywords: Project Based Learning Education, Formula SAE, Manufacturing Project, Educational EŠect,
Gasoline Engine, Frame, Suspension, Steering
. は じ め に








































































アクセラレーション 075 m加速。各チーム 2名のドライバーがそれぞれ 2回，計 4回走行し，タイムを競う。 75
スキッドパッド 8の字コースによるコーナリング性能評価。各チーム 2名のドライバーがそれぞれ 2回，計 4回走行し，タイムを競う。 50
※オートクロス




※エンデュランス 直線・ターン・スラローム・シケインなどによる約1000 mの周回路を約22周走行する。走行時間によって車の全体性能と信頼性を評価する。 350

































































































(全長×全幅×全高) 2800 mm・1487 mm・1200 mm
ホイールベース 1650 mm









最高出力 62.3 kW/7000 r/min
最大トルク 91.0 Nm/4500 r/min
トランスミッション H pattern 4 speed geartrain






























































































































































. お わ り に
この大会に参加して，非常に多くの教訓を教わった思
いがある。単に「勝った，負けた」で終わるのではなく，
自由競争の世の中で勝ち抜くための知識，経験，技術の
必要性を感じ取ってほしいものである。その第 1歩が
「自らが命題を自らに課し，自らが回答を導き出す」こ
とではないかと思う。安易な妥協が許されないことや自
らの責任を予定通りこなすことを学生に義務付けて，実
践している。しかし，本大会ではその難しさを痛感しな
がらの参加であった。
本大会は学生たちに多くの反省と喜びをもたらしくれ
ただけではなく，良い技術者の養成の土壌を作ってくれ
た。
最後に，大会運営に御尽力された関係者の皆様に感謝
するとともに，今は学生諸君の苦労を労いたい。
